













和 田 由美子・吉 田 ゆう美 
 
 
Analysis of Age and Situations at Onset of Emotional Tears with Non-negative Emotions: 
a Questionnaire Survey Based on College Students’ Recollection 
 

























 Vingerhoets， Bylsma, & Rottenberg（2009）は、幼い子どもの泣きの原因は、当初、痛みや
欲求不満のように自己中心的なものであるが、発達に伴って、他者からのネガティブな結果の予















































 男性  女性  合計  
 人数 （％）  人数 （％）  人数 （％）  
ある  18 (54.5)   84 (75.7)  102 (70.8)  
ない  15 (45.5)   27 (24.3)   42 (29.2)  










 男性 女性 全体
人数 18 74 92
平均値 12.8 12.8 12.8
標準偏差 4.73 4.01 4.13
中央値 13.5 13.3 13.3
最頻値 18 17 17





















































































  6 和田 由美子・吉田 ゆう美 
表３．「ネガティブではない涙」の一番古い記憶のエピソード分類 
<<大カテゴリー>> <中カテゴリー> 【小カテゴリー】 

























































































































































































































































  合計 56   56   
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